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急
速
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
国

は
病
院
・
診
療
所
等
と
の
機
能
分
担
と
、
連

携
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
地
域
完
結
型
の
医

療
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
当
院
も
地
域

完
結
医
療
の
実
現
に
向
け
、
医
療
連
携
の
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
室
の
業
務
は
地
域
の
診
療
所
、

病
院
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
現
在
は
看
護
師
６
名
、
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
社
会
福
祉
士
）
７
名
、

事
務
４
名
で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務

は
大
き
く
「
前
方
連
携
」
と
「
後
方
連
携
」

の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
前
方
連
携
」
は
地
域
の
医
療
機
関
か
ら

の
診
療
・
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
等
の
予
約
、

紹
介
元
へ
の
検
査
結
果
及
び
診
療
状
況
の
報

告
、
逆
紹
介
時
か
か
り
つ
け
医
を
探
す
お
手

伝
い
等
、
患
者
さ
ん
が
受
診
・
入
院
す
る
際

の
窓
口
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
開
業
医
の
先

生
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
等
、
市
民
病
院
へ

の
コ
ン
タ
ク
ト
時
全
て
の
「
窓
口
・
入
り
口
」

の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
「
後
方
連
携
」
は
、
入
院
患
者
さ
ん
が
当

院
で
の
目
的
の
治
療
を
終
え
た
後
、
病
気
や

障
害
を
抱
え
な
が
ら
も
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
退
院
支
援
を
行
い
ま
す
。

自
宅
に
帰
っ
て
も
治
療
、
看
護
が
必
要
な
方

に
は
、
在
宅
医
の
紹
介
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
一
緒
に
相
談

し
な
が
ら
支
援
し
ま
す
。

　

地
域
連
携
室
が
、
地
域
の
医
療
機
関
や
福

祉
関
係
機
関
等
と
当
院
を
つ
な
ぐ
窓
口
に
な

る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
が
よ
り
安
心
し
、
受

診
や
入
院
か
ら
退
院
後
の
生
活
ま
で
継
続
性

の
あ
る
心
に
響
く
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
様
に
な
り
ま
す
。
不
安

な
事
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

安
心
し
て

受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に 

 
　
　
　
　
　
　
　

地
域
連
携
室

私
た
ち
は
地
域
と
病
院
を
つ
な
ぎ

　
　
　
皆
さ
ん
の
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
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た
方
で
、
我
々
が
診
察
し
た
ら
実
は
皮
膚
筋

炎
だ
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
初

期
段
階
で
診
断
す
る
こ
と
に
よ
り
進
行
を
遅

ら
せ
た
り
、
早
期
に
内
臓
病
変
を
発
見
し
て

総
合
内
科
な
ど
と
緊
密
に
連
携
し
て
治
療
に

あ
た
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
高
齢
者
の
皮
膚
癌

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
た
か
が
皮
膚
の
癌
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
癌
の
種
類

に
よ
っ
て
は
全
身
に
転
移
し
て
命
を
落
と
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皮
膚
癌
に
限
り
ま
せ
ん

が
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
大
事
に

至
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
逆
に
長
期
間
放
置

す
れ
ば
転
移
の
危
険
性
の
み
な
ら
ず
、
皮
膚

癌
特
有
の
問
題
、
例
え
ば
癌
に
よ
り
皮
膚
に

穴
が
あ
い
て
出
血
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
事

も
生
じ
ま
す
。
疑
わ
し
い
場
合
は
必
ず
皮
膚

生
検
（
３
～
４
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
皮
膚
を

取
っ
て
病
理
検
査
を
す
る
こ
と
）
を
行
い
診

断
し
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ

る
現
在
、
90
歳
の
方
で
も
条
件
が
許
す
限
り

外
科
的
切
除
を
行
う
方
針
で
治
療
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
市
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
は
優

秀
な
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
多
く
あ
り
ま

す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
ま
ず
は
お
近

く
の
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
行
き
、
必
要
な

場
合
に
は
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
当
院
皮
膚
科

を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
最
新
型
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入
し

令
和
元
年
10
月
よ
り
検
査
を
開
始
し
ま
し

た
。
新
し
い
Ｃ
Ｔ
装
置
は
、
見
た
目
は
従
来

の
装
置
と
同
じ
で
、
患
者
さ
ん
が
横
に
な
る

検
査
台
を
取
り
巻
く
ド
ー
ナ
ツ
型
装
置
で

す
。
異
な
る
の
は
、
従
来
の
Ｃ
Ｔ
装
置
は
１

種
類
の
Ｘ
線
で
撮
影
す
る
も
の
で
し
た
が
、

今
回
導
入
し
た
装
置
は
２
種
類
の
Ｘ
線
で
撮

影
が
で
き
ま
す
（D

u
a
l‐E
n
e
rg
y

 C
T

）。

１
つ
の
対
象
を
２
種
類
の
Ｘ
線
で
撮
影
し
、

そ
の
透
過
状
況
（
線
減
弱
係
数
）
の
違
い
を

比
較
・
解
析
す
る
こ
と
で
様
々
な
新
し
い
定

量
画
像
や
解
析
画
像
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

２
種
類
の
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
の

　

昨
年
４
月
か
ら
、
前
部
長
の
米
田
先
生
を

引
き
継
い
で
、
現
在
常
勤
医
師
３
名
（
全
員

日
本
皮
膚
科
学
会
認
定
専
門
医
）
で
外
来
・

入
院
の
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身

は
市
民
病
院
に
赴
任
す
る
前
は
９
年
半
の
間

岐
阜
大
学
病
院
に
勤
務
し
、
日
本
ア
レ
ル

ギ
ー
学
会
認
定
専
門
医
と
し
て
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
を
始
め
と
す
る
皮
膚
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
、
そ
し
て
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
や

強
皮
症
と
い
っ
た
膠
原
病
の
診
療
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
小
児
か
ら
30
～
40

歳
代
の
方
に
多
く
、
勉
学
や
仕
事
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
あ
る
慢
性
皮
膚
疾
患
で

す
。
昨
年
４
月
か
ら
「
デ
ュ
ピ
ク
セ
ン
ト
」

と
い
う
注
射
（
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
4
・
13

受
容
体
の
抗
体
製
剤
）
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
、
難
治
性
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
に

劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現
在
、

こ
の
よ
う
な
抗
体
製
剤
（
生
物
学
的
製
剤
と

も
い
い
ま
す
）
は
各
種
疾
患
で
使
わ
れ
る
様

に
な
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
高
価
な
の
が
欠

点
で
す
。
当
科
で
は
金
曜
の
午
後
に
ア
レ
ル

ギ
ー
・
膠
原
病
の
専
門
外
来
を
開
設
し
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
病
態
・
治
療
に
つ
い
て

個
別
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
、
十
分
な
時
間
を

か
け
て
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応

じ
た
治
療
法
の
選
択
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
デ
ュ
ピ
ク
セ
ン
ト
」
に
よ
る
治
療
を

行
う
場
合
で
も
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
に
引

き
出
す
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
皮
膚
免
疫
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
研
究
会
の
代
議
員
・
世
話
人

と
し
て
、
常
に
国
内
外
の
専
門
家
の
最
新
の

情
報
を
入
手
・
発
信
し
治
療
に
役
立
て
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

は
１
～
２
週
間
の
教
育
入
院
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
か
か
り
つ
け
医
の

紹
介
状
を
も
ら
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、

皮
膚
筋
炎
な
ど
「
膠
原
病
」
と
呼
ば
れ
る
疾

患
群
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
有
の
内

臓
病
変
を
生
じ
る
の
で
す
が
、
皮
膚
の
病
変

で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
例
え
ば
手
荒
れ
が
ひ
ど
い
と
受
診
さ
れ

最
新
型
Ｃ
Ｔ
装
置
を
導
入

中
央
放
射
線
部

皮
膚
科
の
ご
紹
介

 
皮
膚
科
部
長　

加
納　

宏
行
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透
過
状
況
の
違
い
を
利
用
し
て
、
物
質
成
分

の
特
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
尿

管
結
石
で
は
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石

（
85
％
）
と
尿
酸
結
石
（
10
％
）
が
鑑
別
で

き
ま
す
。
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
は
Ｅ

Ｓ
Ｗ
Ｌ
（
衝
撃
波
を
あ
て
結
石
を
砕
く
治
療

法
）
あ
る
い
は
摘
出
が
治
療
で
す
が
、
尿
酸

結
石
は
薬
物
溶
解
の
適
応
に
な
り
ま
す
の

で
、
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
解
析
結
果
が
治
療
方
針
の

一
助
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
肺
塞
栓
症
（
肺

の
動
脈
に
血
液
の
塊
が
詰
ま
る
病
気
）
で
は

血
管
内
に
注
入
し
た
造
影
剤
成
分
で
あ
る

ヨ
ー
ド
の
存
在
部
位
を
特
定
で
き
ま
す
の

で
、
血
管
が
詰
ま
り
血
流
の
な
い
領
域
を
明

瞭
に
画
像
化
し
、
診
断
の
向
上
や
治
療
効
果

判
定
に
役
立
ち
ま
す
。（
図
１
）

　

さ
ら
に
、
手
術
で
金
属
の
人
工
物
が
入
る

と
、
従
来
の
Ｃ
Ｔ
で
は
そ
の
周
囲
の
正
確
な

画
像
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２
種
類

肺
炎
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　
　

ご
注
意
を

感
染
対
策
室

　

肺
炎
球
菌
は
、
主
に
気
道
の
分
泌
物
に
含

ま
れ
、
唾
液
な
ど
に
よ
っ
て
飛
沫
感
染
し
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
病

気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

莢
膜
（
き
ょ
う
ま
く
）
と
い
う
分
厚
い
膜
に

包
ま
れ
て
お
り
、
な
か
に
は
、
抗
菌
薬
（
抗

生
物
質
）
が
効
か
な
い
菌
が
あ
り
、
重
症
化

し
や
す
い
た
め
感
染
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
で
す
。

　

ま
た
、
肺
炎
と
併
せ
て
こ
の
時
期
に
注
意

が
必
要
な
感
染
症
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
あ
り
ま
す
。
例
年
、
１
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
最
も
多
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
突
然

発
症
し
て
、
39
℃
以
上
の
高
熱
、
頭
痛
、
関

節
痛
、
筋
肉
痛
等
の
全
身
症
状
が
強
く
、
同

時
に
風
邪
の
よ
う
な
症
状
も
で
ま
す
。
ま
た
、

感
染
力
が
強
い
た
め
、
大
流
行
し
や
す
く
、

高
齢
者
や
、
慢
性
疾
患
（
心
臓
、
肝
臓
病
、

呼
吸
器
の
病
気
、
糖
尿
病
、
腎
臓
病
な
ど
）

を
持
つ
人
は
重
症
化
し
や
す
く
死
亡
率
も
高

く
な
り
ま
す
。
高
い
熱
が
出
て
体
の
あ
ち
こ

ち
が
痛
く
な
る
と
、
き
つ
く
て
食
事
も
と
れ

な
く
な
り
、
す
ぐ
に
脱
水
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ま
す
ま
す
抵
抗
力
が
落
ち
て
他
の
バ
イ
菌
に

も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
空
気
中
に
ば
ら
ま

か
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染

し
ま
す
の
で
、
咳
が
あ
る
場
合
は
必
ず
マ
ス

ク
を
着
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
人
混
み
を
で

き
る
だ
け
避
け
て
、
う
が
い
・
手
洗
い
や
、

人
が
よ
く
触
る
場
所
（
手
す
り
、
ス
イ
ッ
チ
、

ド
ア
ノ
ブ
な
ど
）
の
拭
き
掃
除
も
お
こ
な
い
、

ウ
イ
ル
ス
を
周
り
に
広
め
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
予
防
の
ワ
ク
チ
ン
を
う
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
、
か
か
っ
た
場
合
は
重
篤
に

な
り
ま
せ
ん
が
、
効
果
が
で
る
ま
で
に
は
２

週
間
程
度
か
か
り
５
カ
月
間
持
続
し
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
は
、
と
も
に
接
種
す
る
こ
と
で
発

症
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

感
染
症
を
広
め
な
い
た
め
に
も
、
体
調
不

良
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
医
療
機
関
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
感
染
予
防
は
、
一
人
ひ
と
り

の
予
防
行
動
が
重
要
で
す
。

の
異
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｘ
線
を
用
い
解
析

す
る
こ
と
で
、
よ
り
鮮
明
な
画
像
が
得
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　

最
後
に
、
今
回
の
Ｃ
Ｔ
に
導
入
さ
れ
た
Ｘ

線
検
出
器
は
ガ
ー
ネ
ッ
ト
（
１
月
の
誕
生
石
）

と
い
う
素
材
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の

検
出
器
に
比
べ
約
2
・
5
倍
の
情
報
量
を
得

る
こ
と
が
で
き
質
の
良
い
画
像
が
提
供
で
き

ま
す
。

図１　肺塞栓症のCT画像

図２　金属の人工物が入ったCT画像
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電話：058-251-1101（内線4309）　FAX：058-252-1335

問い合わせ先

　

令
和
元
年
10
月
22
日
（
火
・
祝
）、
カ
ラ

フ
ル
タ
ウ
ン
岐
阜
に
お
い
て
岐
阜
市
民
病
院

の
出
張
イ
ベ
ン
ト
を
初
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
岐
阜
市
と
カ
ラ
フ
ル
タ
ウ
ン
岐
阜
の

運
営
会
社
が
締
結
し
た
地
域
活
性
化
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　

当
院
は
、
院
内
に
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
て
お
り
、
当
院
に
受
診
し

て
い
る
方
や
そ
の
家
族
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
ど
な
た
で
も
、
が
ん
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
を
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
が
ん
に
関
す
る

正
し
い
情
報
の
発
信
拠
点
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
正

し
い
が
ん
情
報
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
当
院
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
医
療
者
に
よ
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
や
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
、
パ
ネ
ル
展

示
や
資
料
の
配
布
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
開
催
し
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
決

定
次
第
、
当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
の

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
タ
ウ
ン
岐
阜
で

「
出
張
が
ん
相
談
イ
ベ
ン
ト
」

を
初
開
催
！

岐阜市民病院
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　診療科のご案内

○診療科目・・・内科、糖尿病・内分泌内科、神経内科、
　呼吸器・腫瘍内科、消化器内科、血液内科、循環器内科、
　腎臓内科、小児科、精神科、外科、乳腺外科、整形外科、
　脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、
　泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、頭頸部外科、

放射線科、麻酔科、病理診断科、臨床検査科、
　リハビリテーション科、歯科、歯科口腔外科

○休診日

土・日・祝日と12月29日〜1月3日　
※詳細はホームページでも紹介しています。
　市民病院ホームページ https://gmhosp.jp/

市民のためのがんセミナー

日 時 令和2年3月28日（土）午後1時〜午後4時

会　場 当院西診療棟4階　サルビアホール

講　師 東京都立小児総合医療センター　血液・腫瘍科　松井　基浩

全国がん患者団体連合会理事長　　　　　　　 天野　慎介

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会理事長　松本　陽子

湘南ベルマーレ選手、日本肺癌学会広報大使　　久光　重貴

テーマ「AYA世代・働き世代の治療と社会生活の両

立を考える～就労・就学・家庭のこと～（仮）」

申込方法 電話（平日の午前8時30分～午後5時15分）、ＦＡＸ 、
当院ホームページの市民公開講座申込フォーム、
又は郵送にてお申込みください。

参加
無料

岐阜市民病院　病院政策課 


